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  編笠山                 毎日新聞旅行      26 日 

 コロナ騒動はまだ続いてい

るが、5 月 20 日以降はまいた

びもコロナ対応をすることで

ツアーを再開した。バスは 2
座席 1 人であったり、マスク

が配られたりした。“日帰りに

しては高いわね”と言ってい

たバーサマがいたが 12,500
円は少し高い。靴マーク 4 つ

であるので今の俺にはきつい

かなあと思ったが、この編笠

山には 2009 年 6 月にも登っ

ている。あの時はきついなん

て全く感じなかったので参加

を決めたのである。しかし 11
年の歳月は甘くは無かった。

バーサマ方に付いて行けない。

まあ何とかごまかしたつもり

ではあるが、同行者から見れ

ば“のろいじいさん”と思っ

たことであろう。参加者の中

では最高齢者であったみたい

だ。メンバーは女 8 人、ジジ

イ 3 人。ババアといっては怒

られそうなのが 3 人くらいい

た。編笠山は遠くから見ると

名前の通りに平安朝くらいの女性の帽子のような形をした特徴のある山であるが、登ってみると頂上に

近づくにつれて斜度が増してくる。登りは 3 時間ちょっとの行程であるが最後の方に厳しさが待ってい

るわけである。ここで息が荒れたのは仕方のないところか。俺の後を歩くのはバアサマ一人だけ、あと

はみんな先に行って待っていた。我々が頂上に着くとリーダーが、“皆さん寒いので先に降りていましょ

う”と言って降りてしまった。ここから青年の家までの降りも大きな花崗岩の上を綱渡りのような格好

で歩いたりして面倒であった。２日経った今でも体のあちこちが痛い。特に肩のあたりの筋肉が痛いの

はストックに頼り切って登ったことの証である。昔は“杖を使ってまで山登りなんてやるな”と言って

いたものであるが。 
 この日のツアーリーダーは楠元さんと鈴木さん。両方とも初めてである。鈴木さんは感じからはまい

たびの社員みたいだ。昨年までいた角田さんの代わりといったところか。51 歳と言っていた。楠元さん

は 55 歳と言っていたが、トレランではかなりの経験を積んでいる人らしい。ツール・ド・モンブ
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ラン（TOUR DU MONT BLANC＝ＴＤＭＢ）にも出たというから半端ではない。こ

のコースは私も’11 年にトレッキングとして行ったことがある。真面目に全コース

を歩けば 10日くらいはかかるらしい。我々のツアーの場合は車道のあるところはタ

クシーや乗り合いバスを使って 5 日間で歩いた。このレースでは、もちろん全コー

ス走って、優勝者は 23時間台で走るという。NHKの BSプレミアムで放送されてい

るのを見たことがある。もちろん優勝者は寝ないのであろう。アンビリーバブル。 

 


